足半草履に關する史料の補遺 by 宮本 馨太郎 & ミヤモト ケイタロウ
| l i 消
i
(うFD( 50 )
足
牛
革
履
に
開
す
る
Ａ
料
の
稔
遺
千
十
八
宮
　
本
　
馨
―
な
る
一
琶
の
卓
履
で
あ
つ
て
、
室
町
、
安
土
槌
出
の
時
代
に
は
京
都
の
町
等
で
盛
ん
に
武
家
階
級
に
依
っ
て
着
用
せ
ら
れ
、
此
め
草
履
に
開
す
る
武
家
故
貨
や
法
度
を
記
載
す
る
多
く
の
文
献
を
産
出
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
式
家
と
足
牛
革
履
と
の
関
係
に
就
い
て
最
も
早
く
知
ら
れ
両
し
て
特
に
頴
著
な
る
事
例
は
、
軍
陣
に
於
い
て
此
の
草
履
が
使
用
せ
ら
れ
た
と
云
ふ
事
で
あ
つ
て
、
給
を
物
に
依
れ
ば
早
く
蒙
古
要
木
総
詞
を
始
め
と
し
て
天
狗
壁
紙
束
寺
醍
醐
高
野
の
を
、
春
日
雅
現
垂
験
記
、
石
山
寺
族
也
等
に
此
の
事
例
が
見
え
て
居
る
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
．
文
献
史
料
の
ｌｉ
に
此
め
事
例
―
―
軍
陣
に
於
い
て
足
牛
宰
履
を
使
用
す
る
と
云
ふ
事
例
―
―
を
求
め
る
と
意
外
に
も
共
の
記
載
を
有
す
る
文
献
が
少
く
且
つ
時
代
も
ぐ
つ
と
昨
る
の
で
あ
る
。
信
長
公
記
、
信
長
指
軍
記
、
見
問
雑
欽
、
徹
田
信
長
譜
な
ど
に
見
え
て
居
る
、
信
長
が
共
の
所
持
せ
る
足
牛
革
履
を
ば
衆
松
又
四
郎
に
興
へ
た
話
、
及
び
二
川
随
筆
、
営
代
奇
寛
、
分
草
等
に
見
え
る
、
合
戦
の
場
合
に
は
車
り
外
に
合
邸
不
参
候
定
て
軍
書
な
と
に
は
明
に
知
れ
可
中
と
存
候
事
」
と
あ
る
。
参
考
ま
で
に
附
記
し
て
世
く
。
扱
て
、
足
牛
苺
履
は
近
世
、
江
戸
時
代
に
入
る
と
湖
く
式
家
階
級
に
捨
て
ら
れ
、
又
都
含
か
ら
共
の
姿
を
泊
し
て
、
地
方
に
★
い
て
専
ら
農
民
等
に
依
つ
て
使
用
せ
ら
れ
る
に
至
り
、
是
に
開
す
る
文
献
記
弦
が
全
く
僅
か
に
な
つ
て
居
る
の
で
あ
る
。
左
に
補
遺
と
し
て
紹
介
す
る
事
例
は
誠
に
稀
ら
ｔ
い
貴
重
な
兜
料
で
あ
る
ｃ
帥
↓う
、
大
明
八
年
、ど
八
正
運
の
著
す
所
あ
私
衆
農
業
談
第
■
十
八
差
用
の
係
に
依
れ
ば
、草
雄
、馬
本
な
ど
の
一
日
の
製
作
高
と
並
べ
て
一　
牛
ほ
↑
丈
人
の
は
き
も
の
な
り
王
口
二
十
足
計
辻
之
（
近
世
地
方
経
済
史
料
第
七
を
三
五
〇
東
》
と
記
に
て
あ
る
ッ
比
の
「
牛
履
」
と
ほ
足
牛
車
圧
の
事
で
あ
る
事
は
今
一史
ら
考
誇
す
る
ま
で
も
な
か
ら
う
と
は
ふ
。
Ｘ
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
Ｘ
足
牛
草
履
に
開
す
る
今
回
補
加
す
べ
き
史
料
は
以
上
の
三
つ
の
文
献
記
技
で
あ
り
ま
す
っ
術
に
、「
民
族
撃
研
究
」
第
二
各
第
一
抗
詰
土
に
は
、
足
牛
草
履
に
開
す
る
文
就
兜
料
の
一
覧
表
を
掲
げ
て
置
き
ま
し
た
が
、
是
に
就
き
更
に
新
史
料
の
追
加
等
、
極
々
諸
先
生
並
に
先
輩
話
氏
の
仰
高
歌
を
乞
ひ
た
く
、
貴
重
な
紙
面
を
弄
竹
し
た
女
第
で
あ
い
ま
す
。
五
九
太
捜iS
足
牛
草
魔
に
開
ず
る
史
料
の
縮
遺
昨
年
末
、
ア
チ
ツ
ク
６
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
同
人
の
一
人
と
し
て
．
私
Ｌ
足
牛
草
履
の
研
究
に
従
事
し
、
主
と
し
て
共
の
史
的
考
祭
の
部
分
を
塘
営
し
て
参
う
ま
し
た
が
、
共
の
結
果
は
銃
に
雑
話
「
民
族
撃
研
究
」
第
一
各
第
四
抗
（
一
三
ハ
ー
十
一
七
四
頁
し、
第
二
巷
第
一
流
父
一
五
十
１
土
一四
克
哀
峯
い
上
に
「
所
講
足
牛
に
就
い
て
」
（豫
報
じ
と
し
て
段
芸
き
れ
た
所
で
あ
り
ま
す
。
然
し
午
ら
、
特
に
共
の
史
料
の
克
集
に
就
い
て
は
荷
ほ
完
全
と
は
申
し
難
く
今
後
の
培
補
を
期
し
て
を
る
の
で
ぁ
り
ま
す
。
其
故
、
貴
重
な
本
話
の
餘
白
と
か
り
て
、
一
民
族
事
研
究
些
お
上
に
後
表
の
後
、
費
見
致
し
ま
し
た
二
三
の
■
料
を
左
に
補
遣
と
し
て
掲
載
し
、
以
つ
て
先
輩
諸
氏
つ
御
歌
へ
を
乞
ひ
た
い
と
存
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
Ｘ
　
　
　
　
　
　
Ｘ
　
　
　
　
　
　
Ｘ
主
と
し
て
「
あ
し
な
い
」
と
呼
ば
れ
て
居
た
足
牛
草
履
は
、
近
古
に
あ
つ
て
は
武
家
階
級
に
よ
つ
て
車
ら
使
用
せ
ら
れ
て
居
つ
た
の
で
あ
つ
た
。
一‐あ
し
な
か
」
は
共
の
特
異
な
る
形
態
―
―
短
小
―
軽
は
使
用
せ
ナ
足
牛
草
履
を
用
ひ
る
も
の
で
あ
る
が
太
手
が
打
ち
績
き
人
々
が
此
の
事
を
忘
れ
て
し
ま
つ
た
と
云
ふ
古
老
の
上
の
話
―
―
等
の
文
款
記
戦
し
か
知
り
得
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
今
回
、
此
の
軍
陣
に
於
い
て
足
牛
草
枚
が
使
用
せ
ら
れ
た
・
云
ふ
事
例
に
開
す
る
二
つ
の
文
献
を
知
つ
た
の
で
、
柿
遺
と
し
て
た
に
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
。
用
角
太
閣
記
各
一
（
改
定
史
穀
集
覧
第
十
九
冊
　
九
―
一
〇
夏
》
一　
光
秀
法
桂
用
に
お
し
か
は
家
中
へ
阻
の
様
子
馬
の
く
つ
と
切
結
か
ろ
た
ち
の
者
と
も
新
き
わ
ら
す
れ
し
な
か
才
ほ
く
へ
き
也
納
川
出
力
先
　
一中十中
並
持
の
心
得
に
も
可
成
貸
苦
令
改
正
犯
籍
集
覧
第
十
五
冊
　
一
山
四
哀
》
一　
巾
者
に
八
世
可
中
物
干
飯
に
す・も
末
に
て
、も
何
ぞ
く
わ
れ
候
物
と
■
に
紀
こ
ろ
様
に
入
候
て
ふ
た
ん
居
候
町
に
い
け
置
可
申
候
れ
ら
ぢ
た
な
が
一
Ｐ
．充
袋
に
付
置
可
中
候
御
“
野
女
は
■
な
と
に
御
出
の
時
腰
に
付
参
る
へ
く
候
自
然
た
り
に
成
も
の
に
て
候
兎
々
物
を
く
わ
す
候
へ
て
八
手
柄
も
な
り
一
た
一
ろ
へ
き
事
餘
事
に
わ
た
る
が
、右
の
川
角
太
悶
記
の
記
肢
‐！、兄
え
る
「
馬
の
て
つ
を
切
ぞ
云
々
」
と
云
ふ
専
ほ
、
又
細
川
幽
斎
覚
書
に
は
れ
ば
二
又
馬
つ
脊
を
は
づ
し
て
候
ハ
ヽ
合
戦
を
致
す
へ
き
と
存
る
よ
足
牛
草
鹿
に
開
す
る
史
料
⑦
補
遺
